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　最近、国民の夢を乗せ、JAXAの開発した金星

探査機“あかつき”が日本を飛び立ちました。人

類は、地球では考えられない他惑星の気象を調査

するために、金星にスポットライトをあて、今後

の他惑星調査への架け橋を作ろうとしたのです。

　より身近なところだと、今までガソリンが機動

力だった車も、CO2などによる環境破壊を減らす

ために、電気を機動力とするものへと考え方が変

わり、去年には日産の“リーフ”という車が誕生

し話題となっています。

　今述べたものは、人類が常により効率的な未知

の世界を求め、進歩を続けている証です。

　私も、日々の生活を“革新”していくことが重

要であると考えています。

　“革新”とは、既存のものをより適切であるもの

へと変えていくことであり、マンネリ化した生活

を送るのではなく、常に自分を高めるために、進

歩をする努力をしなくてはなりません。

　“革新”の対義語に、“保守”という言葉がありま

す。技術革新などにおいて、保守は対立する関係で

すが、私たちは“革新”と“保守”とをうまく並行

して生活していかなくてはならないと考えています。

　それにはまず、二十歳という活発なエネルギー

を持て余している時期に、私たちは失敗を恐れず、

毎日を全力で前進し生きていくことが必要だと思

います。

　先ほど述べた、金星探査機の衛星軌道へ入ると

いう目的は失敗に終わりました。しかし、数年後に

またそのチャンスが巡って来るらしく、そのチャン

スをものにするために、また研究を再開しています。

　つまり私たちは、自分で持った目標をあきらめ

ずに行動することで、チャンスは必ず訪れ、そのチ

ャンスを成功に変える努力が必要だということです。

　また「温故知新」古きを温ねて新しきを知る。

という言葉があります。

　これから社会に出て行くにあたって、失敗をし

て立ち止まらなくてはならないときもあるでしょう。

そんなとき役立つのが、二十歳になるまで積み重

ねてきた努力や経験です。

　これにより、また一歩ずつでも前に踏み出すこ

とができるはずです。

　これらが、私の考える“革新”と“保守”の並

行です。

　私の目標は、以上に述べたような考えをもって、

一日一日進歩していくことです。その積み重ねは

いずれ見つかるであろう、大きな夢を実現させる

糧となると考えています。

　しかし、それは容易いことではありません。一

人の力では乗り切るには難しいことも多々ありま

したし、これからもあるでしょう。そんな時、家

族や親せきの方々、地域の方々、そして今、ここ

に集まっている友人が心の支えとなり、時には自

分の見解を広げ、時には人間性を向上させるきっ

かけとなるはずです。

　私が、このように自分の意見を持てるまで、温

かい目で見守ってくれた皆さんに、感謝の思いを

示し、代表挨拶といたします。

新　妻　知　幸　さん

たず

たやす

�

�
�
�
�
�
�
�
	�

�

�
�
�
�
��

�������������������������

　本日は成人を迎えた私たちの門出に対し、すば

らしい式典を開いてくださり、誠にありがとうご

ざいます。また、町長をはじめ、ご来賓の方々か

らご祝辞をいただき、新成人を代表して心より感

謝申し上げます。

　私たちも二十歳を迎え、すでに職業に従事して

いる人や学業に励んでいる人など立場は様々です。

しかし、一人ひとりが自分に自覚と責任を持ち、

社会の一員としての義務、大人としてのマナーを

よく考え行動しなければなりません。

　現在、就職難が社会問題となっていますが、こ

の壁は自ら切り開いていかなければならない道な

のではないでしょうか。社会に進出することは平

坦な道だけではないはずです。高い壁を乗り越え

なければならなかったり、挫折を味わったりする

こともあるでしょう。しかし、社会の一員となる

以上、どのような困難にも負けないという決意を

胸に、責任ある社会人として歩んでいこうと思い

ます。

　私は今、看護学校に通っています。資格を取っ

て今後の進路を決めたいと思っています。４月か

らは３年生となり、国家試験を控えることになり

ます。実習や勉学を通して学ぶことは看護師の仕

事だけではありません。新しい生命の誕生からは

命の尊さを感じ、老いてこの世を去っていく姿か

らは、儚さと生きようとする強い力を感じます。

患者さんの生きていく姿を間近で見て、その人が

今までどのように生きてきたのか、いくつもの苦

しみや悲しみが強さとなり、時には優しさとなっ

て私の背中を押してくれます。このような経験を、

どのように自分の生き方として感じ、これからの

自分をつくるために役立てていきたいと思います。

　この日を迎えられることができましたのも、私

たちを支えてくださった両親や家族、導いてくだ

さった先生方、そして地域の方々の応援のおかげ

です。本日、私たちが成人式を迎えることができ

たことをご報告するとともに、改めて、感謝の気

持ちをお伝えしたいと思います。また、今日まで

共に歩んだ仲間がいたから、くじけそうなときも

頑張ることができました。本当にありがとうござ

いました。

　成人としての決意を忘れず、力強く、優しく、

たくましく、思いやりを持って生きていくことを

誓い、新成人代表のあいさつとさせていただきま

す。

浜　尾　夏　希　さん
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